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令和７年第４回定例会（12⽉） 12⽉17⽇

○議⻑（沓掛義範） ⽇程第18、第68号議案 豊後⼤野市⽕⼊れに関する条例の⼀部改

正についてから⽇程第25、第85号議案 令和７年度豊後⼤野市上⽔道特別会計補正予算

（第１号）までの８案件を一括議題とします。

本８案件は、産業建設常任委員会に付託してありましたので、産業建設常任委員会委員

⻑の報告を求めます。

産業建設常任委員会委員⻑、佐藤昭⽣議員。

〔産業建設常任委員会委員⻑ 佐藤昭⽣登壇〕

◆産業建設常任委員会委員⻑（佐藤昭⽣） それでは、産業建設常任委員会委員⻑報告を

⾏います。

さきの本会議において付託された案件は議案８件であり、12月12日に委員会を開催し、

審査を⾏いました。

まず、第68号議案 豊後⼤野市⽕⼊れに関する条例の⼀部改正についてであります。

執⾏部から、⽕災予防条例の林野⽕災注意報の創設に伴い、⽕⼊れに関する規程を整備

する必要があるため、議会の議決をお願いするものですとの説明がありました。

委員から、⽕⼊れの当⽇⽕災注意報が発令されているかは把握できるのかとの質疑があ

り、執⾏部からは、当⽇強⾵注意報が出ていれば⽕⼊れ者が気象庁のホームページから調

べれば分かります。こちらから中止の指示は出しませんとの答弁がありました。

第68号議案について、慎重審査の結果、全会一致で原案のとおり可決すべきものとし

て決定しました。

次に、第69号議案 豊後⼤野市⽔道事業給⽔条例の⼀部改正についてであります。

執⾏部から、災害その他⾮常の場合において、早期に給⽔装置の復旧等を図るため、給

⽔装置の⼯事を⾏うことのできる者についての特例を定める等の必要があるので、議会の

議決をお願いするものですとの説明がありました。

委員から、災害が起きて⽔道管が破裂した場合の連絡等の流れはどうなるのかとの質疑

があり、執⾏部からは、災害発⽣時点で⽇本⽔道協会に依頼をします。流れは、本市から

大分県支部、大分県支部から全国の支部となります。工事は、まず市内の業者等に依頼し

て本管から整備する流れになります。今回の条例は、各家庭の配管の部分について、他の

⾃治体などの業者が⼊っても問題ないという内容の条例になっていますと答弁がありまし

た。

第69号議案について、慎重審査の結果、全会一致で原案のとおり可決すべきものとし

て決定しました。

次に、第73号議案 字の区域の変更についてであります。

執⾏部から、県営⽔⽥畑地化推進基盤整備事業宇⽥枝地区津留⼯区の⼟地改良事業の竣

⼯に伴い、字界変更の必要があるので、地⽅⾃治法第260条第１項の規定により、議会の

議決をお願いするものです。⼯事に伴う区画整理により、字界の適正化と区域の明確化を

図ったものですとの説明がありました。

委員から、地区の要望から何年で今回の変更に⾄ったのかとの質疑があり、執⾏部から
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は、令和元年に要望があり、本年が令和７年のため、７年での完成ということになります

と答弁がありました。

第73号議案について、慎重審査の結果、全会一致で原案のとおり可決すべきものとし

て決定しました。

次に、第74号議案 公の施設の指定管理者の指定についてであります。

執⾏部から、豊後⼤野市新規就農者技術習得研修施設の指定管理者を指定することにつ

いて、豊後⼤野市の施設の指定管理者の指定の⼿続き等に関する条例第５条第１項第３号

の規定により、公益社団法⼈豊後⼤野市農林業振興公社を指定管理者候補として選定した

ので、地方自治法第244条の２第６項の規定により、議会の議決をお願いするものですと

の説明がありました。

委員から、経営状況等から総合的に⾒て、農林業振興公社が指定管理者で問題ないとい

う判断かとの質疑があり、執⾏部からは、インキュベーションファーム開設当初から農林

業振興公社が指定管理をしており、事業が円滑に⾏えることから、今後も指定管理をお願

いするものですと答弁がありました。

第74号議案について、慎重審査の結果、全会一致で原案のとおり可決すべきものとし

て決定しました。

次に、第75号議案 公の施設の指定管理者の指定についてであります。

執⾏部から、施設の名称は豊後⼤野市奥嶽川⾃然公園井崎河川公園キャンプ場、指定管

理者はＪＯＹ ＶＩＬＬＡＧＥ株式会社で、指定管理の期間は令和８年４⽉１⽇から令和

13年３⽉31⽇までの５年間ですとの説明がありました。

委員から、ＪＯＹ ＶＩＬＬＡＧＥの経営状況はどうかとの質疑があり、執⾏部からは、

毎年経営報告書を確認し、良好な経営状況であると認識していますとの答弁がありました。

また、委員から、年間の指定管理料はどれくらいかとの質疑があり、執⾏部からは、年

間244万7,000円ですとの答弁がありました。

第75号議案について、慎重審査の結果、全会一致で原案のとおり可決すべきものとし

て決定しました。

次に、第76号議案 公の施設の指定管理者の指定についてであります。

執⾏部から、施設の名称は豊後⼤野市祖⺟⼭麓尾平⻘少年旅⾏村、指定管理者となる団

体は株式会社ＬＡＭＰで、指定管理の期間は令和８年４⽉１⽇から令和13年３⽉31⽇の

５年間ですとの説明がありました。

委員から、ＬＡＭＰの年間の利⽤者数はどれくらいかとの質疑があり、執⾏部からは、

宿泊者数が770名程度でサウナ利⽤者が1,000名程度と報告を受けており、減少傾向にあ

りますと答弁がありました。

また、委員から、年間の指定管理料はどれくらいか。応募は何者あったのかとの質疑が

あり、執⾏部からは、指定管理料は年間449万7,000円で、応募は１者のみですと答弁が

ありました。

第76号議案について、慎重審査の結果、全会一致で原案のとおり可決すべきものとし

て決定しました。

次に、第83号議案 令和７年度豊後⼤野市浄化槽施設特別会計補正予算（第１号）で

あります。
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執⾏部から、第１条は、歳⼊歳出予算の総額にそれぞれ14万3,000円を追加し、総額

をそれぞれ2,806万円とするものです。第２条は、債務負担⾏為に係る事項、期間及び限

度額を設定するものです。浄化槽保守管理委託業務については、期間を令和７年度から令

和８年度まで、限度額を400万円に設定していますとの説明がありました。

第83号議案について、慎重審査の結果、全会一致で原案のとおり可決すべきものとし

て決定しました。

次に、第85号議案 令和７年度豊後⼤野市上⽔道特別会計補正予算（第１号）であり

ます。

執⾏部から、資本的支出について、建設改良費として、⼈事異動に伴う扶養⼿当６万円、

住居手当29万4,000円、超過勤務手当20万円の合計55万4,000円を追加し、予定額の総

額を１億1,204万円とするものですとの説明がありました。

第85号議案について、慎重審査の結果、全会一致で原案のとおり可決すべきものとし

て決定しました。

以上で、産業建設常任委員会に付託された８案件の審査の経過と結果の報告を終わりま

す。


